
充実した研修が魅⼒です

採⽤後に実施される研修は、法令に関する知識や産業の安全衛
⽣に関する知識等を⼗分に修得できるカリキュラムとなっていま
すので、⽂系・理系どちらの⽅でも労働基準監督官として活躍す
ることができます。
労働基準監督官は、採⽤後１年間、監督関係業務に係る基礎的
研修及び実地訓練を受けます。この間に労働大学校で実施される
中央研修（前期及び後期）を約３か月間にわたり受講することに
なります。
また、採用時の研修のほか、その後定期的に又は昇進時におい
て中央研修が実施されます。

専⾨職員である労働基準監督官には、採⽤後１年間、充実した研修及び訓練
が用意されています
労働関係法令の専⾨職員である労働基準監督官には、採⽤後１年間、充実し
た研修及び訓練が用意されています。

R４新監からの写真提供
（本人、同期同士、研修中の集合写真な

ど）

R４年新監からの写真提供
（本人、同期同士、研修中の

集合写真など）

災害調査の実地訓練の様子
建設や化学物質等の理系の専⾨知識も⼀から学びます


